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不動産サービス大手のジョーンズラングラサール（JLL）は、世界の都市の2022年1～3月の不動産投資額で首都圏が世界14位だったとの調査結果を公表した。投資額は前年比51%減の38億ドル（約5000億円）で、21年1～3月の2位から大きく後退した。首位のニューヨークを含め米国の都市が上位に入った。

JLLが世界のオフィスやホテル、物流施設などを対象に投資額を集計した。首都圏はデータを取り始めた07年以降で過去最低となった。エイベックスの本社ビル売却など前年にみられた数百億円規模の大型物件の売買が少なかった。「円安進行や政治・経済的な安定もあり、海外投資家の間で日本の不動産に対する関心は落ちていない」（谷口学チーフアナリスト）という。

都市別の首位はニューヨークで投資額は134億ドル。2位は米ダラス・フォートワースで、3位はロンドンだった。ロサンゼルスやアトランタが続き、オフィスビルや物流施設などへの投資増が目立った。新型コロナウイルスの感染拡大が落ち着いてきたこともあり、企業のオフィス需要が回復してきた格好だ。

22年通年の日本の見通しについて、谷口氏は「21年と同程度または微減を見込む」と話す。4～6月以降は大型のホテルやオフィスビルに関する取引案件が増えると予測する。新型コロナウイルスの状況を見ながら来日する海外投資家も出ており、投資意欲が実際の売買として具現化するかが注目される。





